
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

合計（A) 0 0

・地域課題に関する講座を実施する市町村の公民館
  職員を対象に、生涯学習推進センターにおいて、
  定期的に研修を実施
・研修と合わせて、事業の実施状況に関する情報、
  意見交換会を実施

500 277公民館職員研修の開催 直接 0

・６市町村において、当事業で設定した統一テーマに
  沿って地域の実情に応じた講座を開催。地域活動
  の推進につながるような企画とする。
・講座開催に際しては、住民が受講しやすい環境づく
  りを行い、住民の参加を推進
・必要に応じて県は講師の紹介等の支援を行う。

委託講座運営に関する市町村補助 1,500 1,456 0

2,500 2,000

25年度

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

2,500 2,000

0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・文科省による「公民館等を中心とした社会教育活性化プログラム」はH26年度で終了することとなった。
・今後、取組の成果を生かせるよう、長野県公民館運営協議会と公民館の情報発信や情報共有への支援等について検討して参りたい。

目標に対
する成果
の状況

・長野県教育委員会と６市町村が連携し、若者の自立・社会参画に向けた地域課題を学ぶ市町村のモデル事業に対し、研修事業、
　情報共有・普及等の市町村への支援等を行う中で、子どもたちの「生きる力」の向上、若者の地域参加の増加等の成果を得ること
　ができた。

 概算事業費（B（A）+C） 0 5,763 5,862 0

4,129 4,129

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

Aの
財源

2,500 2,000

概　算
人件費

0.50 0.50

0

1,634 1,733

0

0 0 0

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

・国委託事業実施要項（仮称）

課・室 文化財・生涯学習課

総合５か年
計画

プロジェクト  ８－６－４　教育再生プロジェクト E-mail bunsho@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－３　生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

県・教育委員会・市町村等が連携・協力して、公民館等社会教育施設が実施する地域課題に関する講座の開催を支援することにより、県
民が地域課題に関心を持ち、地域課題の学びを通じて、地域活動・地域づくりに積極的に参加するきっかけづくりを行うとともに、社会教
育の活性化を図る。

○平成20年度の社会教育調査では、公民館が実施する講座内容は「教養」が５割以上を占め、「地域課題」に関する講座は約１割に
    とどまっており、地域課題について学ぶ講座の開催を促進する必要がある。
○H21.10月の生涯学習審議会答申において「地域課題を学び、課題解決に向けて住民が主体となった地域活動を推進」は、基本的
    な方向の一つに位置付けられている。

１　学びの成果が生きる生涯学習の振興 実施期間 H25 ～

26年度 27年度

○公民館職員研修の開催：２回
○市町村による地域課題をテーマとした講座の実施：６市町村

合計 2,000 1,733

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

-

H26

6 6 達成6

0

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円）

事業番号 14 07 08 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 公民館等による地域課題講座開催支援事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

成果目標の達成状況

項目

地域課題取組数
（市町村数）

24年度


